
＜ 春の学校周辺で生きもの観察 ～①花に来る虫たち＞
しゅうへん かんさつ

久しぶりです。いろいろ思うところがあり中 断しておりましたが、年度が変わり、元気な子どもたち
ひさ ちゅうだん

を前に再開したい気持ちになりました。今回は４月 12日にひたち野うしく小３年生と観察した花と、
さいかい かんさつ

そこに来ていた虫たちを紹 介します。
しょうかい

「春の花というと？」と聞くとまず最初の方に出てくるタンポポ。校庭や周 辺でたくさん見られるの
さいしょ こうてい しゅうへん

はヨーロッパからやってきたセイヨウタンポポですが、その８割は日本のタンポポとの雑種だそうで
わり ざっしゅ

す。ハチやチョウなどがやってきて、みつを吸います。
す

こちらはノゲシ。ハチやチョウ、ハナアブな

どが来ますが、花はタンポポに似ていますね。同
に

じ「キク科」のなかまで、実が 熟 すと、やはり
か み じゅく

綿毛で飛んでいきます。よく似た、オニノゲシ
わ た げ と

も見られました。これもヨーロッパからやってき

ましたが、どこがちがうか、くらべてみましょ

う。そのちがいが分かったら、両方のとくちょう

をもったアイノゲシも、気をつけてさがせば見

つけられるでしょう。
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セイヨウタンポポ(左)とその花みつを吸うシロスジヒゲナガハナバチのおす(右下)。
す

ノゲシ(上左)とその花粉をなめに来たナミホシヒラタアブ(上右)。
かふん

よく似てるがヨーロッパから来たオニノゲシ(下左)と、それらの中 間のとくちょうをもったアイノゲシ(下右)
に ちゅうかん



もう一つ、タンポポとよくまちがえられる花。これもヨー

ロッパから来た草で、ブタナです。ハチやハナアブのなか

まが、みつや花粉を求めてよくやってきます。
か ふ ん もと

小さいけれど、やはり綿毛でタネを飛ばすノボロギク。
わ た げ と

アブラムシがついていることも多く、ナナホシテントウ

がきて、食べていました。

こちらも小さな花ですが、つくり

がちがいます。ハコベのなかまで、

ヨーロッパからきたオランダミミ

ナグサ。花のまわりの毛からねば
け

ねばした液を出し、さわるとべたべ
えき

たします。ナミテントウがアブラ

ムシを食べていました。

ブタナ(左)とその花みつを吸う小さなハチ(右)。
す

ノボロギク(左)とそこでアブラムシを食べるナナホシテントウ(右)。

オランダミミナグサ(左)と、そこにつく

アブラムシを食べるナミテントウ(右)。



マメのなかまカラスノエンドウには、いろいろな虫が集まります。花にはミツバチやハナアブのな

かま。茎の先にはアブラムシ。そのまわりにアリやテントウムシ。そして、葉のつけ根の小さな托葉の
くき は たくよう

黒い部分（花外蜜腺という）からもみつを出していて、ここにもアリやハナアブが集まります。
ぶ ぶ ん かがいみつせん

最後にシソのなかまヒメオドリコソウと、そのみつを吸いに来たルリシジミ。シソのなかまは花
さ い ご す

の形や四角い茎、葉をもむと独特のにおいがするなどのとくちょうがあります。【理科支援員：宮内】
し か く くき は どくとく

カラスノエンドウ(上左)とその花みつを吸うニッポンヒゲナガハナバチのおす(上中の上)とシロスジヒゲナガハナバチ
す

のおす(上中の下)。茎から汁を吸うアブラムシと、あまいつゆをもらうアリ(上右)。ナミホシヒラタアブも花粉をなめ
くき しる す かふん

に来たり(下左)、花外蜜腺のみつをなめたり、たまごを産んだりしていた。クロオオアリも花外蜜腺の蜜を食べていた。
かがいみつせん かがいみつせん みつ

ヒメオドリコソウ(左)とみつを吸いに来たルリシジミ(右)。ヤマトシジミとは、はねのもようや目の色で見分けられる。
す


